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回顧 ・私 の モ ダニ ズ ム30年
向 井 正 也
い まや ます ます混迷錯乱 の度 を加 えつ ・あ るポス トモダン状況の中で,意 匠
学会の創設以来30年にわたるモダ ン ・デザ インの展 開を,私 な りに,「自分 史」
の形で,ふ り返 ってながめてみたい。
そ こで は じめ にち ょっとひ とこ と。 この,ま るで 「平家 に非 んば人 に非ず」
といった風 のポス トモ ダンの,わ が世 の春の,花 ざか りの季節で は,学 会誌 を
もふ くめて,一 般 に建築 ジ ャーナ リズムなどで は,ポ ス トモダン状 況が,モ ダ
ニ ズムの解体 によ り生 じたかのよ うに見 るムキ もあるが,そ れ は歴史 を正 しく
解 し得ぬ者 の妄言である。
産業革命以来の,西 欧の技術 史的近代の展開過程の中で,特 に20世紀 に入 っ
て,よ うや くこの高度資 本主義社会 に国有 な,革 新的な タイプの建築 ・デザ イ
ン として生 まれたモ ダニズム とは,そ んなに根の浅い もの とは考 えられ ない。
端的 にい って,ポ ス トモ ダンは,モ ダニズムの後期的現象 としてモ ダ ンであ る
といえるの であ る。
機能主義 と無名性
か え りみ ると,私 のモ ダニズム との意匠論的 なかかわ りは,も はや半世紀 に
も 垂 ん とす る もので,意 匠学 会の創設の頃 は,あ たか もその研究 の第一段 階
の 終 に さ しか か ってい た。 この研 究 はそ の後 「近 代主 義 の建 築論 的研 究」
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(1962年3月,私家版)と してま とめ られた もので,近 年 になって改訂出版 の
「モ ダニズ ムの建築」(1983年6月,ナ カニシヤ出版)の 底 本である。
.1959年1月,私は東京 のデザ イ ン学会大会に出席,は じめて研 究発表 を行 っ
たが,(「現 代 デザ イ ンにお けるANONYMITYの意 味」)こ の頃父 は既 に死 の
床 にあ り,私 の帰宅 をしきりにまち わびていた とい うが,こ の年の秋の意匠学
会 の創 設 を見 る こ とな く世 を去 った。 これ は私 に とって,か な りの打撃で は
あ ったが,そ れ は当時私 がおかれ ていた研究の上での 「逆境」 を乗 り切 るため
の決意 を固め させ る上で逆にプラスに働 いたように も思 われる。
ちなみ に,父 寛三郎 は,関 西 における図案教 育の始祖武 田五一の直系の弟 子
と して,長 く京都高等工 芸学校 においてデザ インの研究 と教育 にたず さわ った
人 だが,晩 年 には,成 安 女子短大意 匠科やDASの 創設 等に寧 日な き多忙 な生
活 を送 っていた矢先での発病 であ った。
b
大学で建築への道 を歩 みは じめ た頃か ら時 として父 との間で,家 庭内でのデ
ザ イ ン論の応酬があ った ことを想 い出す。1933年ドイッに留学 し,2年 近 くの
間ベ ル リン工科大学でハ ンス ・ペ ルッ ィヒの指導を うけ,大 いに建築ついて帰
朝 した父が私 に吹 きかけ る論争 は,何 よ りも機 能主義 の理論 をめ ぐることが多
か ったと記憶す る。私のモ ダニズム研究の 中での重要 なテーマの一つが機 能主
義であ った理由の一半は どうや らこの辺 にあ るように思 われる。
機能主義の研 究 については,か つ て京都大学時代 に 「共 同研究」のテーマ と
して,そ の成果 は1957年に一冊の書物 にまとめ られたが,そ の後 もひきつ"き,
折 にふれて は新 しい角度か らアプローチ を くりかえ し試 みつ ・今 日に至 ってい
るのだが,最 近の まとまった論考 として は 「機能 主義 理論の基礎 問題」(神戸
大学工学集報第7巻'79-3月)が あげ られる。
前述 のデザ イン学会での発表 の頃か ら,私 がモ ダニズムの研究テーマの主要
な柱の一つ と考 えた 厂無名性」へ のアプローチ もまた機能主義的な思潮 との関
連 による ものだが この ことは,意 匠学会 の第1回 創立 大会 にお ける研 究発 表,
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「デザ インにおけ る不易 と流行」 な どについて も同様 であ る。
われなが ら舌足 らずの ものだった と思 うが,50年代半に して,ア メ リカにお
いて,古 典的局面の第2の ピークを迎 えたモ ダニズムにおいては,ド ィッやス
カ ンデ ィナ ビアの"timeless"なデザ イ ン思想 が当時は未だかな りの 力を保 っ
て いたものだ った。 もっともこの思想の重要性 は,ポ ス トモ ダンの今 日といえ
ど も不変だ と考え るのだが,こ のこ とは 「無 名性」 について はより一 層重要で,
いわばモ ダン ・デザ イ ンの思想の根 幹にか ・わる問題 だと考 えて来 た ものであ
る。
私 が 「無 名性」 に 目を向 けるようにな ったそ もそ もの動機 は,遠 く学生時代
に,京 都大学 の森 田慶一先生の 「建築概論」 の講義で,柳 宗悦 の 「民 芸論」 の
主軸 ともいえ る 「下手物の美」か らの示 唆に よる と思 うが,そ れが後 になって
新 に芽 を吹 いて,前 記 デザ イン学会での研究発表 となるのである。
その後 間 もな く,私 は 日本建築学会において,同 様の内容 の研究発 表 厂近代
建 築 にお ける"ANONYMITY"の問題」('59年10月)を行 ったが,そ う した研
究 を基盤 に して,意 匠学会の方で,よ りまとまった論考 と して発表 したのが,
「デザイ ン理論」 第9号 所載の 「モ ダンデザ イ ンにお ける く無名性〉 の論理」
('70-11月)である。
もはや この時点 で は欧米 の建築 ・デザ イン関係 の研究者 たちのなかか ら も
「無名性」 についての論説がぽつぽつあ らわれは じめ るのであるが,問 題 は,
そ うした 「無 名性」 の概念が,そ れ までのモ ダニズムの伝統否定の合 理主義 的
な初期の原理 だけに止 らず,こ れ と矛盾的に共存す るに至 った,伝 統 容認 の非
合 理的な後期 の原理 を も複合的 に含 むと考え られるよ うにな ったこ とで,私 は
前 記 「デザイ ン理論」 にお ける論考の末尾に,も はや 「無名性」は,初 期 にお
け る技術 を背 景 とした合理主義的な もの に加 えて後期では過去のデザ インのあ
らゆ る伝統 に もロマ ンテ ィックな眼 を向ける,よ り土着的で ヴァナキ ュラーな
広義 の 「無 名性」 に も目を向 ける一そ う巾の広 い もの にな って来た とのべ てい
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る。 そ う した 広 義 の 「無 名 性」 につ い て の研 究 発 表 に は,71-5月 の
「"ANONYMOUS"の問題 点(1)(II)」(建築学会)が あげ られ るが,こ れ
については更に意匠学会大会 にお ける次の2つ の研究発表 をつけ加 えるこ とが
出来 よう。
第17回大会 での 「ヴ ァナキュラ リズムの周辺」('75-11月)と,第21回にお
け る 「モ ダ ン ・デザ イ ンにおけ る"ANONYM"の 系」('79-11月)とで ある
が,こ う した 「広義 の無名性」 を体系づけ る仕事 ほなお今 後の課題 として,私
な りに何 らかのつめ を行 いたいと考 えてい ることを附言 したい。
マニエ リスムの研 究
意匠学会 が出来た年の翌1960年に は東京 で 「世界 デザ イ ン会議」(WoDeCo)
が開催 されて出席。その後大 阪での報告会 に早川 良雄氏 とと もに出席 したが,
その時の体験 をもとに当時のわが国のデザ イン状況 の批判 を試みたのが 「デザ
イン理論」第1号 の 「ジ ャパ ン ・デザ インの反省」('62-11A)である。
今 よみ返 してみて思 うこ とは,こ の時点 における私 の論調 の 要 は,あ くま
でモ ダン ・デザ イ ンの正統近代主義 に よる ものだった ことで,WoDeCoの会議
その もの も,そ の基調的精神 として は,や は りこの会議の 中心的存在であ った,
ハ ーバ ー ト・バ イヤーの ドイッ ・バ ウハ ウス以来の 近代運動 の線 に連 る もの
であ った。
そ して,そ の意味 において,こ の会議 は,は しな くも,そ の後の10年,す な
わ ち'60年代 とい う,今 日のポス トモ ダ ン状況へ の大転換 の過渡期 をひかえて
の,モ ダニ ズムの終末 を飾る一つ の象徴的 な出来事 だった といえよう。
そ う した,デ ザ インの季節 の,前 述 のクラシ ックな もの か らロマ ンへの振 り
子 の転位の兆候 を,い ち早 く,ア メ リカ建築の上で作家的 な直観か ら感 じとっ
た もの に,建 築家 ・村 野藤吾 の 「しの びよる ロマ ンテ ィシズ ム」(健 築 と社
会」'60-7)があげ られ るが,私 もまた前記モ ダニズムの精神 的支柱 として
の 「無名性」 にか ・わる 「オー トマデ ィズム」の立場 か ら,こ れ とは対極的様
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相 を強めつ ・あ った当時 のロマン的兆候 を批判 して いる。(「オー トマテ ィズム
の建築」 〈新建築〉'61年9月)
ここで私 は,今 や 「無装飾が論難 される」な どとさえいわれる程 の,近 代建
築 の禁忌の一項 目である装飾表現の認知のは じま りを,当 時既に見 られ,い ま
に至 る 厂ガ ウデ ィ ・ブーム」 などについて論 じたが,さ らにこれについては,
'63年11月の 〈建築 と社会〉 の 「装飾 的近代の展開」一 現代 建築 と く機 能主義〉
の超克一 と して正面か ら論 じている。
ちなみ に,そ の後のモ ダニズムの変容の過程で,機 会 ある毎 に発表 した こう
した時評的 なデザ インの批 判や考察 は,そ の項 目を列挙す ればお よそ次の よう
で ある。'
「意匠の ゆ くえ」一 巨大化 のかげに,激 動,沈 滞,変 身,混 迷一 近畿建築士
会協議会 〈ひろば〉,'72-8月号
「後期的近代の動向」 〈建築 と社会〉'76-1月号
厂懐古 と折衷のデ カダンス」〈新建築〉'77-12月号
時評 「スーパ ーリアリズムの挽歌」 〈a+u>79-7月 号
時評 「自閉症候群」一 甘 えの構造 く建築文化〉'80-2月号
時評 「混迷 ・低迷」 〈建築文化〉'84-2月号
時評 「ロマ ン主義の支配」 〈建築文化〉'85-1月号
「末期的近代の動向」 〈建築 と社会〉'86-3月号
前述 の,意 匠学会の創 設 と時期 的に重 なる,私 のモ ダニズム研究 における第
一段階 の終了 とい う一つの節 目は,一 方 はか らず も私の人生 コースにおける節
目ともなった。
近代主義 の建築論 をまとめた後,私 は京都市立美大か ら神 戸大学へ移 るこ と
になるのだが,そ の ことはまた私 を,モ ダ ン ・デザ インの研 究における,い ま
一つ の柱 と しての第2の 新 しいテーマへ と引 き入れ る契機 ともなった。爾後4
半世紀 の今 日まで,い まだ に私が何 らかの形でかか わ りつづ ける,建 築 にお け
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るマニエ リスムの研究 である。
神戸大学 の建築学科 では西洋建築史の講座 を担 当させ られた ことか ら,イ タ
リアの後期 ルネサ ンス(マ ニエ リスム期)に おける建築の意匠的特 質並 びにそ
の社会 的背 景 とモ ダニズ ムのそれ との併行現象(Parallelism)に自ナ と注 目す
るよ うになって行 ったのであ る。
私 は当時 のいわゆる,厂初期近代的」か ら次第 に 「新近代 的 」 と呼 ばれ る も
のに移行 しつ ・あ ったモダニズムの第2段 階 を 「マニエ リスム的状 況」 として
把握 しようとしたのだが,そ う した考 えをはじめて口に したのは,恐 らく朝 日
新 聞社 主催の 「現代建築 シ ンポ ジウム」 にお ける時評 「創 造性 について」('65
-6月)だ った と記憶す る。 この講演内容 のあ らま しは,そ の直後 に求 め られ
て投稿 した,イ ンテ リア関係 の雑誌 「暮 ら しの装飾」で の 厂史上最低 の建築
群」('65-7月号)と して残 っている。
この段 階で私 のい うマニエ リスム とは,「マニエ リスム的様 相」 な どとい う
語 に も示 されるよ うに,未 だ表相 的な形 の問題 に止 まったが,こ れを端初 とし
て,さ らに考 えを深 め,歴 史的な検討 をも加 えて,論 理 的に より高次 な ものと
して発表 したのが 厂変革期 における現代建築 且」一 マニエ リスム的状況 につい
て一(「新建 築」'66-5月号)で ある。
ここで私 は,当 時既 にモ ダニズムの建築 に露呈 されは じめていた病的 な症状
を,'いわゆる巨 匠時代の終焉な どとか らめて,イ タリア ・マニエ リスムと符牒
を合 わせた一つ の併行現象 とみな し,そ の源 を両者いず れの場合 について も何
らかの社会的混乱,動 揺 による もの と解 してい るのだが,か つ ての イタ リアで
の 〈乱〉 と併行的 に,当 時 ヴェ トナム戦争 の ドロ沼化 の過程 の進行 を 目のあた
りに して,私 はこの論の最後 を次 のよ うに しめ く・っている。
「こう して,世 紀末へ と向かって,わ が国の建築におけるマニエ リスム的な
混純のヤ ミはます ます深 まるであろ うし,高 度産業化 はいっそう急角度 な進展
が予測 され る。 日本の造形文化 の未来像 について寒心 にたえぬの は,ひ と り私
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だけではある まい」
これはその ま ま現 在 のポス トモ ダン状 況 につ いて もい えるこ とだが,こ の
'66年とい う年 は,今 やポ ス ト・モ ダニズムの始祖 的存在 とされ るア メ リカの
ロバ ー ト ・ヴェ ンチ ュー リの,い わ ばマ ニエ リス ム建 築 の教 書,「 建築 の
多 様 性 と 対 立 性(伊 藤公文訳,SD選 書)が 出た年で もあ る。
この年 私 は,兵 庫 県訪 中学術 団 の一 員 と して,折 しも文化 大革 命の渦 中に
あ った中国を訪 れたこ とは,生 涯の記憶 にのこる大 きなカルチ ャー ・シ ョック
であ ったが,こ れ はその後全 世界的規模 で展開す る,何 よ りもスチ ューデ ン
ト ・パワーに よるカウ ンター ・カルチ ャーの展 開,い うなれば 「反の季節」 の
到来 につながる ものだ ったこ とはい まさらい うまで もない。
こうした状況の中で,私 のマニエ リスム研究 は,前 記 のような建築 ジャーナ
リズ ムとは別 に,日 本建築学会で の研 究発 表 「マニエ リスム ・ノー ト」 と して,
第1回 の'68年10月か ら'81年9月の第17回まで延 々牛の よだれの ように続 き,
その作品批評が もとで論争 した建築家石井和紘 氏か ら 「さみ だれ教授 」 なる異
名 をいた"い た ものだが,そ れ は'82年の停 年退官 によ って今 日まで打切 られ
たままにな ってい る。
た"こ の研究の過程で,マ ニエ リスム的 なもの との類比 の上で派生的 に生 ま
れ た,わ が国の伝統的美意識 としての数竒,或 い は数竒屋 につ いての意匠論的
研究の方 は,退 官後 も時に応 じてアプローチ を続行 し,そ の一端 は1983年「デ
ザ イ ン理論」第22号に 厂現代 における 〈数竒〉の問題点」 として発表 し,ま た
1985年10月,日本建築学会近畿支部 の建築論部会 において,同 一 のテ ーマで講
演 したが,こ う したアプローチ を更にふか くお し進め ることで一つの論考 に ま
とめたもの に 「数竒屋 の美学」(〈茶道聚錦>1,'87-3A,小 学館)が ある。
なお私の これまでの研究の中 には,以 上 のような,建 築 ・デザイ ンに関す る
ものの他 に,70年代以 降新たにそれに加 えての都市や生活環境 に関す る論考 が
ある。そ れは,西 山夘三京大教授 の退官記念論文集 にお ける 「建築 的文化環境
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論」(厂現代の生活空間論」 〔下〕1974,勁草書房)に 端 を発 し,「日本建築風景
論」 と して 「近代 建築」誌 に連載11回('77年4月一78年12月)あ後,こ れ に
他の論 を加 えて 同名 の著書 として'79-10月相模書房 か ら出版 した ものがそれ
であ る。なお これに関 しては80年代以降,都 市景観や町並 みについて大阪や神
戸その他 で数 回講演の機会 を与 えられた ことをつ け加 えてお きたい。
o● ●
以 上私 の研究 は,「俗 の俗 なる もの」 としての現代建 築やデザ イ ン,さ らに
都市 や生活環境 につい ての同時代史的な研究 と不可分 にむすびつ く意匠論 であ
り,深 遠 で 高 尚 な学術 的研 究 とは 自ず か ら隔絶 した,い うなれ ばデザ イ ン
ウォッチ ングのた ぐいであ った と自か ら考 えている。
い まは昔,私 が こう した研 究 を日本建築学会の論文集に発表 しよ うとしたと
ころ,こ の手の論文は当学会誌 では場 ちが いで はないか と拒否 された経鹸があ
る。 だが 私 は,こ う した研 究 で あって も,そ れ はあ くまで もいわ ゆ る建 築
ジャーナ リズム とは一 線 を劃す ものであ ると考え,そ の心づ もりで,そ う した
線で研 究 をつ づけて来 て今 日に至 ったのであ る。それは私 な りに,お そ ら くは
父の遺志 に近 い線 ではないか と自か らにいい きかせ ての話で はあ るのだが。
この30年は近 い ようで遠 く,そ こに一世代に も及ぶ歳月 の経過があ るとつ く
づ く思 う。一 世代 とは 「子が親 に代わ ってか ら息子 に代 わられ るまで,個 人の
・活動 する約30年間」 と される。父 と私 との間にはち ょうど,こ の一世代 に当た
る年 の差があ った。そ れ故,こ の意匠学会の歩 み30年の経過 により,私 はこの
学会 の発足 を見ず して逝 った父の死の年齢 をこえて,本 年9月 で古稀 を迎 える
こ とになった次第で,ま さに次の世代 にバ トンをゆずるべ き時が来 ているのだ
と,こ の レポ ー トを書 きつつ感無量なる ものが ある。
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